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責
任
（
第
二
章
関
係
）

指
定
さ
れ
た
事
業
体
の
責
任
及
び
賠
償
金
、
加

盟
国
及
び
指
定
さ
れ
た
事
業
体
の
免
責
、
差
出
人

の
責
任
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

^

通
常
郵
便
に
関
す
る
特
別
規
定（
第
三
章
関
係
）

外
国
に
お
け
る
通
常
郵
便
物
の
差
出
し
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
る
。

`

補
償
金
（
第
三
部
）

\

通
常
郵
便
に
関
す
る
特
別
規
定（
第
一
章
関
係
）

到
着
料
及
び
そ
の
料
率
、
業
務
の
質
を
改
善
す

る
た
め
の
基
金
、
継
越
料
等
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
る
。

]

そ
の
他
の
規
定
（
第
二
章
関
係
）

航
空
運
送
料
、
小
包
郵
便
の
陸
路
割
当
料
金
及

び
海
路
割
当
料
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
料
金
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
郵
便
業
務
理
事
会
の
権

限
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

a

最
終
規
定
（
第
四
部
）

こ
の
条
約
及
び
そ
の
施
行
規
則
に
関
す
る
議
案
の

承
認
の
条
件
、
大
会
議
の
際
に
提
出
さ
れ
る
留
保
並

び
に
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
及
び
有
効
期
間
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
る
。

２

最
終
議
定
書

条
約
の
規
定
に
対
す
る
留
保
を
内
容
と
し
て
い
る
。

我
が
国
は
、
盲
人
用
郵
便
物
に
つ
い
て
の
郵
便
料
金

の
免
除
に
つ
い
て
留
保
を
付
し
、
ま
た
、
外
国
に
お
け

る
通
常
郵
便
物
の
差
出
し
に
つ
い
て
一
部
の
加
盟
国
か

ら
付
さ
れ
た
留
保
規
定
に
つ
い
て
留
保
を
付
し
て
い

る
。（
第
三
条
及
び
第
一
二
条
関
係
）
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安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
四
十
九
号

安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
の
施

行
に
伴
い
、
並
び
に
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
二
十
四
条
、
行
政
機
関
の
職
員
の
定
員
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一

年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
十
七
条
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

五
十
八
号
）
第
四
十
六
条
及
び
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
三
第
二
項
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
内
閣
官
房
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

内
閣
官
房
組
織
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
内
閣
総
務
官
室
、」の
下
に
「
国
家
安
全
保
障
局
、」を
加
え
る
。

（
行
政
機
関
職
員
定
員
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
内
閣
の
機
関
の
項
中
「
八
八
四
人
」
を
「
八
九
四
人
」
に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
中
「
二
九

六
、
七
八
四
人
」
を
「
二
九
六
、
七
九
四
人
」
に
改
め
る
。

安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
四
十
八
号

安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
附
則
第
一
項

た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平

成
二
十
六
年
一
月
七
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
郵
便
送
金
業
務
に
関
す
る
約
定
（
条
約
第
一
六
号
）（
外

務
省
）

こ
の
約
定
は
、
郵
便
送
金
業
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
所
要
の
変
更
を
加
え
る
た
め
、
現
行
の
約
定
を
更
新
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

総
則
（
第
一
部
第
一
章
）

^

こ
の
約
定
が
対
象
と
す
る
郵
便
送
金
業
務
の
範
囲

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。（
第
一
条
関
係
）

_

こ
の
約
定
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
用
語
を
定
義
し

て
い
る
。（
第
二
条
関
係
）

`

加
盟
国
は
、
郵
便
送
金
業
務
を
監
督
す
る
政
府
機

関
及
び
業
務
を
実
施
す
る
指
定
さ
れ
た
事
業
体
の
名

称
及
び
所
在
地
を
連
合
に
通
報
す
る
旨
規
定
し
て
い

る
。（
第
三
条
関
係
）

a

加
盟
国
及
び
指
定
さ
れ
た
事
業
体
の
役
割
を
規
定

し
て
い
る
。（
第
四
条
及
び
第
五
条
関
係
）

b

資
金
の
所
属
、
資
金
洗
浄
等
に
係
る
犯
罪
へ
の
対

処
、
秘
密
性
及
び
個
人
情
報
の
利
用
並
び
に
技
術
的

中
立
性
（
郵
便
送
金
業
務
の
提
供
が
特
定
の
技
術
の

利
用
に
依
存
し
な
い
こ
と
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

る
。（
第
六
条
〜
第
九
条
関
係
）

２

一
般
原
則
及
び
業
務
の
質
（
第
一
部
第
二
章
関
係
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
利
用
の
容
易
さ
の
確
保
、

資
金
の
分
離
、
郵
便
送
金
指
図
の
実
施
、
料
金
の
設
定

等
郵
便
送
金
業
務
に
関
す
る
一
般
原
則
及
び
業
務
の
質

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

３

電
子
デ
ー
タ
交
換
に
関
す
る
原
則
（
第
一
部
第
三
章

関
係
）

相
互
運
用
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
電
子
デ
ー

タ
の
交
換
、
電
子
デ
ー
タ
交
換
の
安
全
性
の
確
保
等
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

４

郵
便
送
金
指
図
の
処
理
（
第
二
部
第
一
章
関
係
）

郵
便
送
金
指
図
の
預
入
れ
、
入
力
及
び
送
達
に
係
る

条
件
に
つ
い
て
は
こ
の
約
定
の
施
行
規
則
に
定
め
る
こ

と
並
び
に
受
取
人
の
本
人
確
認
及
び
資
金
の
引
渡
し
、

限
度
額
及
び
払
戻
し
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

５

調
査
請
求
及
び
責
任
（
第
二
部
第
二
章
関
係
）

調
査
請
求
及
び
指
定
さ
れ
た
事
業
体
の
責
任
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
る
。

６

財
務
関
係
（
第
二
部
第
三
章
関
係
）

会
計
規
則
及
び
財
務
規
則
並
び
に
決
済
及
び
清
算
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

７

経
過
規
定
及
び
最
終
規
定
（
第
三
部
）

留
保
、
こ
の
約
定
に
明
文
の
定
め
の
な
い
事
項
に
つ

い
て
は
万
国
郵
便
条
約
を
準
用
す
る
こ
と
、
こ
の
約
定

及
び
そ
の
施
行
規
則
に
関
す
る
議
案
の
承
認
の
条
件
、

こ
の
約
定
の
効
力
発
生
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
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